
　

2
月
1
日（
金
）に
赤
羽
根
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
跡
地
で
地
震
災
害

を
想
定
し
た
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
大
規
模
災
害
の
際
、本
市
消
防
本
部
の
み

で
は
対
応
困
難
な
場
合
は
、東
三
河
地
区
消

防
相
互
応
援
協
定
に
よ
っ
て
、東
三
河
各
消

防
本
部
へ
応
援
要
請
を
行
い
ま
す
。
今
回

の
訓
練
で
は
本
市
消
防
本
部
か
ら
48
名
の

職
員
が
参
加
し
、東
三
河
各
消
防
本
部
と
田

原
警
察
署
が
団
結
し
て
連
携
を
図
り
、が
れ

き
や
土
砂
に
生
き
埋
め
に
な
っ
た
要
救
助

者
の
救
出
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
地
震

災
害
に
備
え
、
連
携
・
協
力
体
制
を
確
認

し
ま
し
た
。

　
１
月
31
日
（
木
）
に
赤
羽
根
分
署
の
水

槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
通
称
：
タ
ン

ク
車
）を
更
新
し
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
、

水
１
５
０
０
ℓ
を
積
載
で
き
る
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
で
、
後
部
に
遠
距
離
ホ
ー
ス
延

長
が
可
能
な
ホ
ー
ス
カ
ー
を
搭
載
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ホ
ー
ス
カ
ー
は
消
防
車
両
が

進
入
で
き
な
い
狭
い
道
で
も
進
入
が
可
能

で
す
。

　

ま
た
、水
と

消
火
薬
剤
を

混
合
し
た
泡

を
放
水
す
る

Ｃキ

ャ

フ

ス

Ａ
Ｆ
Ｓ
と

い
う
装
置
も

搭
載
し
て
お

り
、効
果
的
な

消
火
活
動
が

可
能
で
す
。
こ

の
泡
は
食
器

用
洗
剤
と
同

じ
主
成
分
で
、

人
体
や
環
境

に
も
配
慮
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
中
に
お
け
る
市
内
の
火
災
・

救
急
・
救
助
事
案
の
出
動
件
数
は
下
表
の

通
り
で
す
。

　
火
災
出
動
件
数
は
30
件
、
救
急
出
動
件

数
は
２
４
８
９
件
、
救
助
出
動
件
数
は
42

件
で
し
た
。
前
年
よ
り
火
災
出
動
件
数
は

５
件
少
な
く
な
り
、
救
急
出
動
件
数
は

２
４
９
件
多
く
な
り
、
救
助
出
動
件
数
は

前
年
と
同
数
で
し
た
。

忘
れ
て
な
い
？

　サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に

　火
の
確
認 消太

救子

春
号

火　災 救　急 救　助
種別 H30年 前年比 種別 H30年 前年比 種別 H30年 前年比
建物 14 4 急病 1,695 154 交通 12 △ 1
車両 1 △ 4 一般 362 18 水難 18 6
船舶 0 ± 0 交通 166 △ 3 機械 3 3
林野 2 2 労災 32 10 火災 0 △ 2
その他 13 △ 7 その他 234 70 その他 9 △ 6
合計 30 △ 5 合計 2,489 249 合計	 42 ± 0

▪田原市管内の出動件数（平成 30 年消防統計） ※△は減少

◦連携した救出活動を行う消防本部職員

消
防
統
計（
平
成
30
年
）

東
三
河
各
消
防
本
部
と
団

結
し
て
受
援
訓
練
を
実
施

赤
羽
根
分
署
タ
ン
ク
車
を　
　
　

更
新
し
ま
し
た

◦更新されたタンク車と搭載されているホースカー
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